
（別紙様式）

達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
生徒及び教職員間でスクールポリシーを共有し、行事等をとおし
て大規模校・共学校としての良さや本校の特長を生徒に伝える。

A B A

部活動や特別活動を通して、人間力が向上できるように主体的な
活動を促していく。 A A A

探究活動を充実させるための方策の一環として、同学年の職員だ
けでなく異学年・同領域の職員間で共有・相談できる場を設定
し、生徒の活動を支援する体制を整える。また「学びの技法実践
編」を活用して、校内発表会に向けた生徒の探究活動を支援する
とともに、発表会やSSHの諸行事の様子や成果を校内外へ発信
し、探究・SSHの取組の意義や有用性を周知する。

B B B

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか

授業研修（年２回以上）により、指導力及び生徒理解力の向上を
図る。

Ｂ A A

3
生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

客観的に自己の学力の伸長をはかるため、模擬試験実施前に中期
的な目標を立てさせ、模擬試験(偏差値･得点率･全国順位)などの
伸びを把握させる。 Ｂ B B

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

生徒理解を深めるため、定期面談以外にも必要に応じて実施す
る。

B B B

規範意識の向上を図るため登校時指導やﾏﾅｰｱｯﾌﾟ運動、日常生活の
中で適宜指導していく。 B A B

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

いじめ防止活動を計画に基づいて生徒会を中心に実施し、学校行
事やあいさつ運動等の中で呼びかけていく。

B B B

長期欠席等を引き起こさないよう、教育相談体制の充実に取り組
んでいく。

B A B

規範や健康意識への向上を図るため、生徒会からの呼びかけや集
会等での注意喚起を行う。 B A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

学年集会･進路学習会を行う際，何を意図するかを明確にし、生徒
が欲している情報に即した内容にするよう努める。

B A A

進路ニュース･進路の手引きの内容を精査し、生徒･保護者が必要
な情報を盛り込む。進路だよりを学期１～２回程度発行し、生徒
の進路に関する意欲を喚起する。 B A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

職業研究･大学研究を自発的に進められるような環境を整備し、自
分の進路は自分で決める意識を高めさせる。低学年のうちから進
路指導部主導の進路学習を組織的に進める。 A A A

開かれた学校づくりにむけ、現在の更新頻度を維持できるよう、
定期的に職員に資料提供を求めていく。

C B B

大運動会、授業公開、探究発表会公開、中学生対象学校説明会・
部活動公開などをとおして本校の魅力を発信し続ける。

Ｂ A A

情報の発信については、保護者の周知度を高めるため、遅くとも
一ヶ月前に連絡をする。配信版のＰＴＡ新聞にては、学校行事の
様子がわかる写真を盛り込み迅速な配信を心がける。 B A A

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

入学時や年度初めのオリエンテーション等において、ICTの効果
的活用にむけた生徒への指導を丁寧に行うとともに、職員への
ICT導入支援も適切に行っていく。 B B B

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

教務部と連携し、事前に会議資料をデータでまとめ、全職員が安
全に閲覧できる環境を整える。

B B B

点検・評価　

全学年生徒の結果が目標に達することができた。ただし、１・2年の保護者の見方もとても
厳しい結果である。各学年通信や進路講演会において、学力の推移を視覚化したうえで積極
的に伝える工夫を重ねているが、実感できるところまでには至っていないようである。さら
に、進路指導部との連携を強化し、進路意識の醸成を図ることにより学習への意欲を高めて
いきたい。さらに、各学年での具体策の作成を促していきたい。

・ヘルメットの着用についてはなかなか難しいと
思うが、交通委員を参加させる取組も取り入れて
おり、自主性を重んじて指導しているので、その
中で何らかの方向性が出てくるとよいと思う。
・面談時に、個人に寄り添った弱みの指摘など、
教員が思う時点での強化すべき点を明確に保護者
が聞けると、保護者の不安が解消さえるのではな
いかと思われる。

・面談期間以外でも学年主導で面談を実施し、生徒理解に努めている。面談で得た
情報については学年間・教科間で共有し指導に生かせるよう努めている。保護者の
アンケートからは、進路相談がしずらいという評価もあったので、教員が進路指導
を行ううえで必要な知識や情報を共有することが重要と考える。

・生徒、保護者とも社会的なルールやマナーを守っていると回答されているが、教
職員の中での達成度が低い。「ながらスマホ」などの問題も完全に解決されたわけ
でなく引き続き、いろいろな場面で規範意識の向上を図っていきたい。

３学年と２学年がわずかに目標値を下回ってしまったが、全校では昨年度を上回っている。
特に１年生については93.1%に達し、３年間の本校の教育への期待が大きいことがうかがえ
る。今後も校長のリーダーシップのもと、３つのポリシーに基づき、３年間での人間育成を
目指していきたい。

・本年度は大運動会であったが、桐高生として主体的に取り組み、充実した時間を過ごせた
ものと思う。部活動に関しては各々目標を持って入部し、頑張っている証である。次年度も
引き続き主体的に取り組む土雰囲気を作っていくことが肝心である。

生徒の達成度に関しては、79.5％であり、昨年度よりも2.9ポイント上昇した。学年別で
は、1学年が85.1％、２学年が78.6％、３学年が83.1％であった。また、教職員の達成度
に関しては、81.0％であり、昨年度よりも8.8ポイント上昇した。この結果は、今年度新た
に教職員や生徒を対象として、探究の活動に関わる方策を継承・共有する場を設定したこと
に起因すると考えられる。したがって次年度に向けて、継承・共有の場の設定だけでなく、
探究の活動に関わる方策や資料のマニュアル化・データベース化を推進したい。

・いじめ防止に向けた取組は生徒会を中心とした「あいさつ運動」等実施してきた
が、2学期にかけ盗難もあったことから生徒の評価が去年より大幅に下がった。次年
度は貴重品の管理について今年以上に注意を促すことである。

・生徒や保護者については健康に注意して過ごしているという回答が大勢ををしめ
ていたが、実際の欠席者数、遅刻者数は新生桐生高校となってからは一番多い割合
である。一層の相談体制の充実と啓発活動を実施していきたい。

Ⅱ

⑤教科学力が向上したと感じる生徒が7０％以上であ
る。

生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

③ＳＳＨを含む探究の活動について、成果があがって
いると評価する教員が75％以上である。また、充実感
を持って取り組んでいる生徒が75％以上である。

・教職員、生徒、保護者ともに90%近くの回答が良好的であった。引き続き生徒へ
の注意喚起をいろいろな機会を捉えて実践し、また生徒会が主体となって取り組ん
でいく環境を作っていきたい。

⑦生徒に対して、挨拶、服装、交通マナー等について
の指導を月１回以上行う。

⑫進路ニュース・進路だより等で、必要な情報が得ら
れていると評価している生徒が、75％以上である。

⑩ルールを守り、規則正しい生活を送っていると自己
評価している生徒が80％以上である。

⑧本校は「いじめ防止活動」に取り組んでいると評価
している生徒が、80％以上である。

方　　　　　　　　　　策

④授業を工夫するなどして、生徒の実態に応じた指導
を行っている教員が90％以上である。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
①自分の学校が好きだと感じている生徒の割合は１・
２年生が85％以上、３年生が９０％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

②部活動や特別活動に主体的に取り組み、充実感を
持っている生徒が75%以上である。

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

⑰スタディサプリや教育プラットフォーム（Classiや
G Workspace）等を用いた課題指示又は配信を実施
している教員が90％以上である。

⑯PTA総会､各学年保護者会などの参加率は､全生徒数
の50％以上である。配信されるPTA新聞の「見まし
た」の割合が全生徒数の80％以上である。

⑪キャリア教育や進路学習会等において、進路意識が
高まったと評価している生徒が75％以上である。

⑭Webページによるタイムリーかつ魅力的な情報発信
に努め、週１回以上の更新を行い、トピックの追加を
行う。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ

⑥学級担任による個人面談を、年３回以上実施してい
る。

⑨１日あたりの欠席、遅刻、早退の合計人数は全生徒
数の３％以内である。

⑬自己の生き方と職業との関連を意識し、進路実現に
向けて積極的に取り組んでいる生徒が75％以上であ
る。

・いじめやその他の生徒指導上の問題について
は、きめの細かいケアをお願いしたい。
・目的をもって指導を行えば生徒の充実感は増し
ていく。
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・今年度よりＢＹＯＤが始まったが、大
学進学時にはまた新たな情報端末が必要
になる。機種選定の際に、大学進学を見
据えた機種の選び方についてアドバイス
をお願いしたい。

・学習用端末の活用については、生徒では２ポイント、保護者では５ポイント、肯
定的な回答が増加した。教員についてはほぼ横ばいとなった。BYOD関連の業務へ
のノウハウが蓄積できたため、次年度はより円滑な運営をしていきたい。
・ペーパーレス化に向けた取り組みは堅調である。今年度は、採点システムの導入
や答案用紙のweb返却等、県全体での変革が多くあった。次年度はそれらの運用体
制を整えることで、よりペーパーレス化を推進していきたい。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

・進路学習会や学年集会などにおいて、キャリア意識が向上するような情報を提供
するよう努めた。大学入試の大きな変革期に生徒・保護者がどのような情報を求め
ているかニーズを調査し的確な情報提供ができるようにしたい。
・「進路ニュース」を学期に１度(面談の時期)に発行し、生徒保護者の意識喚起を
図ったところ、昨年より満足度が上昇した。「進路の手引き」については改善の余
地が大いにあるので、今後も多角度から本校の進路の実態を検証し、生徒の進路実
現達成のために必要な情報を提供したい。
・進路指導部、学年が連携して「出口」を意識させる指導を実施した。生徒への情
報の提供が一方通行にならないよう進路情報を精査し、またアンケート等を通じて
生徒・保護者の意見を吸い上げられるようなシステムを構築したい。

・他の業務の多忙化により、webページの更新頻度が低下した。これにより、教員
向けのアンケートでは配信が「不十分」との回答が14ポイント増加した。一方、他
の媒体による配信が増加した結果、保護者からの「不十分」との回答は2ポイント増
加に留まった。この差に留意し、次年度の運用方針を定めたい。
・在校生保護者対象の授業公開を３回、探究発表会を２回、中学生対象の理数科体
験入学を２回、中学生及び保護者対象の説明会を４回、入試相談会を３回、部活動
公開を３回実施した。２回の説明会及び、理数科体験入学については希望者全員に
対応することができなかった。来年度については全希望者への対応を工夫していき
たい。
・PTA総会、体育祭、学年保護者会等、3年生の保護者の方々の参加率が最も高
く、学校行事への参加する割合が昨年度と比較すると若干高くなった。昨年同様に
Classi配信等により本校の教育活動の情報発信に努めるとともに、新たなＰＴＡ活
動のあり方についても引き続き模索していく。

・多忙化解消の視点から、Webページ
は年間を通した情報提供とし、他の媒体
による配信を中心としてもよいと思う。
・地域の行事に積極的に参加することも
大事である。

・インターンシップも充実している。生徒
にとっては貴重な体験である。短時間でも
経験できるとよい。桐生市は人口減少が進
んできているが、Ｕターンを見据えて、地
域の特色ある産業分野との協力も可能なの
ではないか。
・生徒がなりたい自分を見つければ主体的
に勉強する。ＯＢ、ＯＧだけでなく、いろ
いろな分野の人を呼び、生徒と話し合うこ
とが大事だと思う。

学校関係者評価

・生徒はよく勉強している。学力向上に直結して
いると思われる。
・保護者の見方が厳しいのは、保護者の、子供自
体の伸びが感じられなかった、という漠然とした
不安からと考えられる。全国を相手にする大学受
験の不安から、やや厳しい評価になるのかもしれ
ない。
・志を持てば、意欲をもって学習に向かう。たと
え少数でもそのような学生が増えていけば学校は
変わっていく。

・探究では、他学年の発表見学や井戸端ミーティ
ングなど学びの深まりにつながる取り組みがみら
れる。
・探究の活動では、グループの中でよく活動する
生徒とあまり生徒がはっきりしている。苦労して
でも活動する意味はある。非認知能力の育成のた
めに探究をその糧としてほしい。また、生徒全員
がしっかり取り組めるよう各生徒の取り組み方に
ついての評価も必要であり、それによって生徒の
心構えも違ってくるのではないか。
・生徒が将来の自分を想像できる活動が必要と思
われる。志を持ち、10年後の自分、5年後の自分
を想像し、そのために今何をしなければならない
かを自分で考える桐高であれば特色がある学校に
なる。

⑮在校生保護者及び中学生を対象とした学校公開等を
年10回以上実施している。

⑱会議で配付される紙媒体資料は必要最小限であると
認識している教員が95％以上である。

ほぼ昨年と同様の結果であるが、授業の工夫について満足する生徒が増加傾向にある。ま
た、保護者、教職員も同様の傾向である。保護者への授業公開により、本校の取り組みにつ
いての理解を深めていただき、教職員の授業改善への意欲の原動力としていきたい。また、
引き続き校内の授業研修を高いレベルで展開していきたい。

Ⅳ


